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め、また中田公民館をサブ交流会場として整備する。 
‐ 令和 6年までに、大学と共同で小型水力発電システムを活用した集落活性化
プログラムを推進し、新しい地域資源を創出する。 

   ・棚田米等を活用した六次産業化の推進 
‐令和 6 年までに棚田米（酒米）を原料とした純米吟醸酒「すみやま」（加工
品）の販売量(720m )を 2500本から 3000本へ増加させる。 

 
 ３ 計画期間 
 認定の月～令和 7年 3月 
 
４ 各年度において行う指定棚田地域振興活動の内容及び実施主体に関する事項 
（１）指定棚田地域振興活動の内容 
 以下の指定棚田地域振興活動について、別添２の工程表に基づき実施することとする。 
   ① 棚田等の保全 

・耕作放棄の防止・削減 
     ‐ 地区のボランティア団体「中田元気農業」や地元建設会社と連携しながら、

中田棚田の耕作放棄地の耕起や草刈りを行い、現状を維持する。 
      ・生産性・付加価値の向上 
     ‐ 中田棚田において、自走草刈り機導入による作業効率の向上やＪＡヘリ防除

では適期防除が出来ない点から、委託によるドローン防除を 300aで実施する。 
・棚田周辺の環境保全 
‐ 地元企業（伊万里ケーブルテレビジョン㈱、伊万里ガス㈱、吉永建設㈱）と
共同で中田棚田への進入路の草刈り、支障木伐採やガードレール清掃等を年

間 2回以上実施する。 
・担い手確保 

     ‐ 中田棚田協議会の運営機能を維持促進するために、担い手の若返りを目指し
世代交代を 2名行う。 

   ② 棚田等の保全を通じた多面にわたる機能の維持・発揮 
   ・農産物の供給の促進 

‐ 棚田米（酒米）の生産量を増やし、それを原料とした純米吟醸酒「すみやま」
（加工品）の販路を拡大する。 

 ※平成 29、30年フランス蔵マスター金賞受賞 
・自然環境の保全・活用 
‐ 中田棚田で地元小学５年生を対象に、農業体験イベント（田植え、草取り、
稲刈り、木造農機具の実演）を通して稲作文化の実体験を提供している。 
またその過程（遊び）で、水生生物の捕獲、観察また稲わらでの案山子作り

や餅つきなど遊びの要素を盛り込んだツアープログラムとしており、年間 3
回以上開催し、現状の 100人程度の参加を目指す。 

・良好な景観の形成 
‐ 中田棚田においてアクセス路や畦畔に、アジサイ、彼岸花、ツツジの植栽、
管理また農閑期には菜の花、コスモス畑を作り景観保全に地区を挙げての取
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